
私達は、連載テーマを探ってゆくために、
三原市長期総合計画「福祉のまち／安心し
て暮らせるまち“みはら”」を作成した、
三原市民生部に説明をお願いしました。４
つの課より説明をいただきましたが、今回
は前号に引き続き、「きめ細やかな福祉の
充実」「健康づくりの充実」について掲載
します。
なお、この取材は3月27日に行ったもの

です。

≪きめ細やかな福祉の充実≫

障害のある人も、障害のない人も、お互
いに偏見を持つことなく、相互の人権を尊
重しあい、あらゆるライフステージにおい
て共存できる地域社会を創ることが、障害
者（児）福祉の基本理念です。

森川：会議所は経営
に関することなら何
でも相談に乗り、三
原の企業発展のため
に努力しています。し
かし、我々のやり方も
まずいのか、積極的
に商工会議所を利用
する人が少ないよう
に思います。

伊達：いま、まちづ
くりもハードにはお
金が回らない時代で
す。今あるハードを
整理して、それを活
かすソフトを充実し
てゆくことが大切だ
と思います。
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▲安全祈願の様子

▲太鼓に協力していただいた三
原やっさ太鼓の方「ここは交
通の便が悪いですが、雰囲気
が良くていいですね」

▲学業成就祈願の様子

▲町内会の方においしい
お汁を作っていただき
ました

▲西宮公園に設置し
た土俵風景

▲紙芝居に協力いただいた
安国さん

うまそー！
何杯食べられるかな

ふむふむ、
三原の物語もあるぞ

成績
あがるかな？

¡これを機会に、こ
の地域でもこの場所を活用して
いきたいです。（60代女性）

¡青年会議所の皆さんの取り組み
は素晴らしいと思います。ただ、
子ども達にもっと挨拶をしても
らいたかった。（60代男性）

¡ぜひ、子ども達もこの場所を積
極的に使ってほしいですね。
（40代女性）

¡昔ここにあった相撲場を覚えています。ここに昔のような賑わ
いが戻りうれしく思います。（70代女性）

¡昔ながらの雰囲気がある場所なのですごくよかっ
たです。（選手宣誓をした赤田君のお母さん）

¡会場の雰囲気はよかった。駐車場が近くに欲しかった。（竹原
30代　男性）

¡なかなか相撲の大会は少ないので大変意義のあることだと思い
ます。（安芸津　40代　男性）

¡昔、ここで相撲を見たことを思い出しました。（70代　女性）
¡こんないい場所があるのだから三原市も相撲の育成などに活用
してもらいたい。（50代　男性）

¡国体も見に来ましたが、ココぐらい良い場所は他にないと思い
ます。もっと盛り上げてもらい町を賑やかにして欲しいです。
（70代　女性）

¡世羅町より本格的で良かったです。
（世羅2年　男子）

¡楽しかった！　また来たい。相撲は楽しいで
す。（3年　女子）

¡さつき祭りより人が少ないから恥ずかしくな
かった。（6年　男子）

¡悔しかった。今度は勝ちたい。（4年　男子）
¡友達が出来てよかった。（1年 女子）
¡横綱になれてうれしかった。週2回練習した成
果がでました。（4年　横綱）

¡うれしかった、来年も出たいです。（5年　横
綱）

¡何がなんだか分からなかった。東京では1度は
勝ちたい。（6年　横綱）

¡ここの場所
は相撲の伝
統があり素
晴らしい場
所なので、
ぜひ継続し
てもらいたいし、もっと
市民にＰＲしてもらいた
いです。（法常寺町内会
副会長　吉村　哲 氏）

住田：そうですね。私は本郷町在住ですが、
高山城、小早川隆景が造った新高山城、そ
して傑作といわれる日本三大海城の三原城
などは活かそうと思えば面白い素材ではな
いかと思います。
川畑：従来の産業振興
策は、「企業は企業で，
行政は行政で」といっ
た感じで互いの信頼関
係づくりに消極的であ
ったような気がします。
これからは、従来の考
え方を改めて、住民、
企業とキャッチボール
をしながら、（産業活性化に向けた）まち
づくりを進めてゆくことが必要ではないで
しょうか。このような体制づくりができれ
ば、「作った仏に魂も入る」と思います。

石井：そういえば今
度、三原駅にエレベ
ーターが設置される
みたいですが、1階
からではなく途中か
らの計画らしいです
ね。
佐藤：それこそまさ
に形だけ、従来のや

り方ではないかと思い
ます。私たち企業人も
自分の範囲だけという
のではなく、いろいろ
な視点で物事を考えな
いといけないのではな
いでしょうか。
伊達：そう、今までの
固定観念を破棄して、

見方、やり方を変えれば伸びる要素は多い
にあると思います。小さな企業でも世界に
通じる企業が出てくる要素はあると思いま
す。
住田：今までの皆さん
の意見を聞いています
と、三原は非常にいい
ものがあるのに気づか
ないだけ、もしくは活
かしきれていない。そ
れを活かすも殺すも人
次第だと思います。そ
こにすんでいる人、働
いている人、すべての人が少し変わること
だけでも町全体からみれば大きく変わると
思います。

国においては平成5（1993）年12月に、
心身障害者対策基本法を障害者基本法に改
正し、今後の障害者施策の基本的方向を示
すとともに、同時に地方自治体に対して、
障害者計画策定の努力義務が課せられまし
た。
これを受けて当市では、国の障害者プラ

ン・ノーマライゼーション7ヵ年戦略を基
本として、平成11（1999）年3月、障害
者に関する第2次長期行動計画を策定しま
し、今年度には、第3次長期行動計画を策
定します。

具体的施策としては、在宅の介護を要す
る重度障害者（児）に対するホームヘルプ
サービス事業、家族の介護負担を軽減する
在宅介護事業の充実を図っています。今年
6月には、さくら保育園跡地（宮浦六丁目）
に、障害児通園デイサービスホームを開設
します。
また、障害者に対するボランティア活動

の推進も重要な施策です。総合福祉健康セ
ンター（サン・シープラザ）内にボランテ
ィアセンターを設置し、現在46団体
1,318名の登録をいただいています。また、
同所内にはコーディネーター2名を配置
し、ボランティア間の情報交換や連携に努
めています。

≪健康づくりの充実≫

住民一人ひとりが「自分の健康は自分で
つくる」という自覚と実践意欲を持つこと
が、健康づくりの基本です。
高齢化時代に対応し、住民一人ひとりが

生涯を通じて健康で快適な生活を送るた
め、健康管理に対する正しい認識と自主的
な実践活動ができるよう、健康づくり運動
の普及啓発を図ります。
保健福祉分野の拠点施設である総合福祉

健康センター（サン・シープラザ）を中心と
して、県立保健福祉大学をはじめ周辺の医
療機関や保健福祉施設との有機的な連携を

図りながら、一層の健康づくりを推進しま
す。
具体的には、健康教育・相談や乳幼児を
対象とした子育て支援サロン等を行ってい
ます。またセンターには、全国でも珍しい
言語聴覚士（県立保健福祉大学卒業生）の資
格をもった人材を１名配置しております。
保健医療体制の整備については、近年小
児科の救急医療体制が問題となっていま
す。当市においても24時間体制の小児救
急医療の要望が高まっていますが、市内の
小児科医師の全面的協力により、6月2日
から三原市医師会休日夜間急患診療所で平
日夜間小児救急診療が月曜日から金曜日ま
での平日において、午後7時から10時まで
の診察が始まります。

今回の取材を通して、三原市も福祉に
関わる様々な活動に取り組まれているこ
とが分かりました。保健福祉大学という
恵まれた施設がある中で、福祉のまち
“みはら”として、独自性発揮に向けて
行政が果たすべき役割はますます大きい
ように感じます。次回は、前回及び今回
で紹介した三原市が取組まれている施策
につき、実際にサービスを享受されてい
る市民の方に声を聞く予定です。

（社）三原青年会議所広報委員会では、
「みはらの経済を語る座談会」として４
名の青年世代にお集まりいただき、みは
らを元気にするにはどうすれば良いの
か、忌憚のない考えを話していただきま
した。その内容を前号に続いて掲載しま
す。（この座談会は 3 月26日に開催して
います）
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青年世代、「みはら」を語る 後編

解説! 福祉のまち“みはら”後編
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地域で子どもを育む
環境が必要です！

たくさんいる。
今、この地域だけでなく日本経済全体

を覆っている停滞したムード、これは世
界でも特異な社会主義的自由経済から、
真の民主主義的自由経済へ脱皮するため
の過渡期ではないだろうか。脱皮しない
とアテネ共和国、ローマ帝国のように歴
史のかなたに忘れられた国家、地域とな
るだろう。

「世にも恵まれたこの地域」
この地域にはすでに充実した社会資本

が整っている。（空港、新幹線、高速道路
網など）これらを生かすも殺すもそこで
生活（経済活動）する住民次第ではないだ
ろうか。地方自治でも同じことが言える
と思うが、官主導の経済から、民主動の
経済に移行できたところが勝者になる。

「この地域は人次第」
この座談会でも出たが、一つ一つの企

業が元気になることが、みはら地域の活
性化につながるのであろう。
この経済状態の中でも、冷静な目で探

すと、創業以来最高益を出している日
産・キヤノンなどの元気な企業はたくさ
んある。最終的には、みはらの地域で生
きる経営者、勤労者一人ひとりが夢を持
ち、責任を持ち、工夫しながら企業活動
をすることが真のみはらの活性化につな
がると考える。

「このままでは歴史遺産の町、国」
この座談会でもわかるように、今回出

席していただいた方は、ほんの一握りの
人に過ぎないが、我々の住むみはらのま
ちには立派な意見を持った前向きな人が

■保 護 者

■地域の方

■参加した子どもたち

※ノーマライゼーション：障害者や高齢者が
社会の一員として社会活動に参加し、自立
して生活できる社会を目指すこと。

いかがですか？ わんぱく相撲

宮司の安全祈願や学業成就祈願に興味津々の子どもたち、家

族や友達と思い思いに広げたお弁当においしさを添える地域

の町内会で作っていただいた「わんぱく汁」、ボランティア

による紙芝居、入場太鼓など、我々が「地域の先生」と呼ん

でいる「先に生まれた地域の大人たち」と子どもたちとの交

流がそこかしこで見うけられました。青年会議所の目指す

「地域の教育力が向上した社会」、そのワンステップとしての

ＰＴＣＡ運動は学校、保護者、地域による共育環境作りがね

らいです。地域の大人が教員と保護者の輪に入ってゆくため

に最も必要なことは、地域の大人たちがどれだけ地域の子ど

もたちを知っているかということではないでしょうか。私達

は「わんぱく相撲」を、子ども達を育む機会としながら、一

緒に創り上げる大人たちに対しても先述のことを期待してい

ます。地域の各地でこのような共育環境が広がり、「地域の

共育力」が向上していくことを願っています。

広域青年協議会は、去る4月16日
（水）、登喜将において新旧合同部長会
を開催しました。会議では、地域間の
交流によるまちの活性化を考え、合併
の枠とは違った広域の連携の重要性に
ついて再確認し、今後も連携を深めて
いく事になりました。次回開催は、7
月下旬の予定です。

去る4月23日（水）、かねしょうに
おいて第1回リサイクルで未来クル懇
談会が開催され、三原市環境管理課の
方も交えて、今年度の活動について話
し合われました。懇談会の中では、ゴ
ミ問題、エネルギー問題、環境につい
ての啓蒙活動など、活発な意見が交わ
され、次回懇談会で今回出た意見を基
に今年度の活動を決定することとなり
ました。第2回は7月初旬に開催され
る予定です。

環境について
今一度考えよう

リサイクルで未来クル懇談会開催

新旧合同部長会開催
広域青年協議会
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◆連載コーナーわがまちよ、活力を見出せ! Vol.4

◆連載コーナー 福祉のまち／安心して暮らせるまち“みはら”とは Vol.4

リサイクルで未来クル懇談会は、「省
資源、省エネルギー、リサイクル型社
会」を目指して活動をしている市民団
体です。参加団体は、三原市女性会連
合会、地球にやさしい三原推進協議会、
国際ソロプチミスト三原、三原パイロ
ットクラブ、三原ベンチャークラブ、
ブレニューネット21（順不同、敬称
略）です。

広域青年協議会は、県中央部という広
域範囲の青年団体が協力し合い、広域
的視野に立ち地域の個性を生かしたま
ちづくりを通して、地域経済の活性化
に寄与することを目的に1985年に発
足。その構成団体は、本郷・久井・瀬
戸田・御調・河内・大和の各町商工会
青年部と三原ＪＣからなる。


